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平成２８年１２月２１日 

 

ＮＰＯ法人姫路コンベンションサポート 

玉 田 恵 美 理事長 様 

 

宍粟市議会議長 秋 田 裕 三  

 

平成 28年度産業建設常任委員会「おでかけ市議会」報告書 
 

平成２８年１１月１１日に実施しました産業建設常任委員会の「おでかけ市議会」に

ついて、下記のとおり報告いたします。 

「おでかけ市議会」で提案されました意見を参考に政策提言に向け、協議させていた

だきます。 

記 

 
１．開 催 年 月 日 平成28年11月11日（金） 

  午後 １時50分 ～  午後 2時 50分 

２．開 催 場 所 姫路市西駅前町１番地 姫路駅前 神姫ビル1Ｆ 

３．出 席 委 員 実友勉、福嶋斉、藤原正憲、飯田吉則、小林健志  ５名 

４．意見交換を行った 

  団体の概要 

団 体 名 姫路コンベンションサポート 

参加人数 玉田理事長、小酒井 

（PR館ｽﾀｯﾌ）小寺澤、竹村、奥田   ５名 

活動内容 ふるさと宍粟ＰＲ館“きてーな宍粟”運営 

５．意見交換を行った 

  目的 

窓口対応されている方から 

１. 市内出荷者 (市民)の意見の聞き取り、 

２.来館者の意見、３.スタッフの意見、４.施設及び周辺状況の確認、

５.移転前との比較を目的に開催した。 

６．意見交換会で出された主な意見（要約） 

団体からの意見 委員会としての考え方 

1．市内出荷者の意見の聞き取り 

①駐車場がない。搬入時に不便。 

②電話、メールで売れているか。（状況を知り

たい） 

→問合せがあるので、午後３時、６時にメー

ル配信することにした。 

③売れ残りがある場合は、値下げで販売又は

PR館で廃棄処分してもらいたい。 

→なるべくお惣菜、お弁当やおにぎりに使用

している。 

1に対し 

① 生産者が安全に搬入しやすくなるよう対
応を考えて欲しい。 

② 生産者が販売状況を知り、生産及び出荷意
欲の向上に繋がるような仕組みを検討し

て欲しい。 

③ 売れ残りから、生産意欲の低下を招かない
ように工夫を続けて欲しい。 
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団体からの意見（委員感想） 委員会としての考え方 

２．来館者の意見 

①野菜への関心を示されている方が多いよう

である。 

 

 

 

３．スタッフの意見 

①少し安いかもしれない。 

②野菜等は全てはけてしまう。幾らでも持っ

てきてほしい。 

③宍粟市への観光(温泉)プレゼントなども考

えたい。 

④常連も出来始めてきたとの事である。 

→宍粟市へきていただけるような企画をお

願いした。 

 

 

 

 

 

 

 

現地調査の内容 

 

４．施設及び周辺状況 

①１時間ほどの視察でしたが 30～40 名の

お客さんが来られていた。 

②加工品、野菜が出荷されており、トマトな

どはすぐに売れている。 

③7/29にｵｰﾌﾟﾝしてから10/31までの売上

合計6,036,047円となっている。 

④到着すると 6～7 人のお客さんが野菜を中

心に買い物をされ、窓際の席でコーヒーを

飲まれて会話されていた。 

⑤スタッフの笑顔での接客が印象に残った。

宍粟のことについてお客さんに説明しなが

ら対応されていた。 

⑥来館者のほとんどが野菜を購入されてい

2に対し 

① 野菜の販売が主流となっている。来館者の
ニーズを把握し、生産者へフィードバック

させ、生産者の意欲を高められるようにし

て欲しい。 

 

３に対し 

① 生産者の皆さんが納得いく価格なら、でき
るだけ安くする方が良いと思う。 

② 生産意欲が高まるよう、来館者のニーズを
生産者に適切に知らせるようにして欲し

い。 

③ 野菜の販売が目的ではない。宍粟を知って
もらい、足を運んでもらえる方策を考えて

もらいたい。さらには、宍粟で住んでもら

えるようになればと思う。その為には野菜

等で来館者を引きつけ、宍粟を印象付けな

ければならない。シールを集めることで宍

粟の観光地へ招くプレゼントなどは有効

な方策と考える。又空き家情報コーナーの

設置なども考えられるのではないか。 

 

委員会意見 

 

4に対し 

① 順調な滑りだしと思われる。これを維持す
るには大変な努力がいると思うが、頑張っ

て欲しい。 

② スタッフの接客は非常に良いと思ったが、
更なる努力を御願いしたい。新たに宍粟出

身の方が１名採用された事で、情報発信及

びお客様への説明についてはより向上で

きると思われる。スタッフ間の情報交換を

よろしくお願いしたい。 

③ レジの所が姫路駅側からの入り口になっ
ているが、中が見えにくく、入りにくいと

感じた。入り口を広げるとか、もう少し東

側にすればいいのではないか。 



- 3 - 
 

た。 

⑦常に2～3名の来館者があった。 

⑧スタッフに宍粟市出身の方が新たに一名採

用された。 

⑨姫路駅側からの入口でのアピールが少し足

らないと感じた。 

⑩姫路駅側からの動線を考えると、ガラス張

りの一部を押し扉に変更し、寄っていただ

きやすいようにすればどうか。 

⑪山陽電鉄側からの入口には、宍粟杉を利用

したと思われる看板が設置されているが、

これも字体が細く、もう少し力強いもので

ＰＲされたい。 

⑫スタッフの対応は、地元出身者を雇用した

事もあってか宍粟のことに対しての対応も

できていたように感じた。 

⑬イートインコーナーも少しはあり、来客の

ニーズを見て、神姫バス㈱との協議の上、

拡大すべき。 

 

５．移転前との比較 

①ｵｰﾌﾟﾝ後 97日間で8,497人(ﾚｼﾞｶｳﾝﾄ)、一

日平均 88 人の来客がある。一人当たり

750 円、一日当たり約 67,000 円の売上

で、前の施設と比較すると大幅に伸びてい

る。(以前：一日約２万円、一人当たり450

円) 

②以前の場所より活気がある。 

③山陽電鉄駅からの人の動線が多い。 

 

６．その他 

①PR館での購買等を通して、新たな取引がう

まれたことを聞いていないか。→結婚式の

引出物として、クッキー、ケーキなど取引

されているようである。 

②観光地までの公共交通の利用なども含め、

交通手段をよりわかりやすく説明してほし

い。 

③観光案内、イベント、就農・移住相談、空

き家紹介など情報発信に表れない部分が

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 に対し 

① 入り込み数にしても、売り上げにしても今
は順調な滑り出しである。更なる努力を御

願いしたい。 

② 人通りが多く活気がある。宍粟を売り出す
には良い場所と感じた。売り出す方策をス

タッフだけではなく、各種専門家の意見も

参考にし、さらなる工夫を続けて欲しい。 

 

 

6に対し 

① 新たな取引が芽生えたことは素晴らしい。
新たな取引の橋渡しになるよう頑張って

欲しい。 

② 宍粟に訪れたくなる情報を公共交通手段
等の情報を沿えて店内で掲示できないか。 

③ 観光案内、イベント、就農情報、移住相談、
空き家情報などは、PR館のスタッフだけ

では出来ない。市役所産業部、まちづくり

推進部と連携し、PR館を活かした宍粟の
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あり、費用対効果の面での考察は限界があ

るし難しいと思うが今後も実績等を見な

がら検証は必要である。 

④宍粟へ来ていただくため、まちづくり推進

部と協議の上、イベントなどを通じて宍粟

の良さをＰＲできる場になることを望む。 

⑤都市部のニーズを掴み、生産者にいち早く

フィードバックさせることで生産意欲を高

め、少しでも耕作面積を増加させることに

繋がることを期待する。 

情報発信をより強化していただきたい。 

 


